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加藤彰子(愛知学院大・歯・口腔解剖), Nancy Tang,Tanya Smith(Harvard Univ. Human Evolutionary Biology・Dental Hard 
Tissue Lab) 所内対応者：平崎鋭矢 
本研究は 2010 年度随時募集による共同研究(2010-C-26)から引き続き行われているものである。本研究の目的は、
他のマカク種との比較を通じて、若年のニホンザルの歯の成長について考察することである。本年度の共同利用で
は試料数を追加し、上顎骨および下顎骨の X 線 CT 撮影を行い、大臼歯歯冠エナメル質の厚みについて調査をおこ
なった。その結果、平均的エナメル質(歯の大きさによる補正なし)と相対的エナメル質(歯の大きさによる補正あり)
ともに、ニホンザルのものは他のマカク種(アカゲザル、カニクイザル、ベニガオザル)と比較して有意に大きいこ
とが示唆された(第 66 回日本人類学会、第 82 回アメリカ自然人類学会にて発表)。これらの結果について、現在、
論文を作成中である。 
 また、同じく X 線 CT 画像を用いて、顎骨内に存在する形成途中の永久歯歯冠および歯根の発育段階を調査し、
ニホンザルおよびその他のマカク種における歯の発育速度にどのような相違があるのかを調査している。さらに、
これら試料の歯冠エナメル質(あるいは成長途中の歯根象牙質)に刻み込まれている成長線の解析を進めている。 
E-25 手指の triple-ratio を用いた霊長類の把握機能の解析 
宇田川潤, 本間智(滋賀医大・医・解剖) 所内対応者：江木直子 
